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（１）海洋における物質の挙動について：海洋における物質循環の概念図

・海洋における物質の挙動は複雑である。
・元素や存在状態毎に挙動は異なる。

溶存態成分
（イオン、有機物、コロイド）

懸濁粒子

沈降粒子

海底堆積物

植物プランクトン

動物プランクトン

魚介類

河川からの流入 大気からの降下物

粒子態物質

光合成

捕食

分解、凝集

再懸濁、再溶解

水平移動、拡散、
鉛直混合、
湧昇流

捕食

沈降

溶解

溶解

底生動物

死滅、分解
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（１）海洋における物質の挙動について：海洋における元素の存在状態1

Monterey Bay Aquarium Research Institute（http://www.mbari.org/chemsensor/)

海洋における分布：
海洋においてセシウムは、保存的な分布を示す。濃度は相

対的に鉛直や水平方向において相対的に一定である。
存在状態：
海水中でセシウムはCsイオンとして存在する。

海洋における分布：
ヨウ素イオンは表層で高い濃度を示す。ヨウ素酸イオンは、表

層でわずかに少ないが、ほぼ一定の分布を示す。
存在状態：
海水中ではヨウ素酸イオンとして安定した存在状態を示す。し

かしながら、有光層ではヨウ素イオンへ生物活動により還元さ
れる。

セシウム（Cs）

ヨウ素（I）

海洋における元素周期律表
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（１）海洋における物質の挙動について：海洋における元素の存在状態2

海水中のCs濃度の深度分布 海水中のI濃度の深度分布

IO3
-

I-

海洋における元素濃度の深度分布パターン

増加型
230Th

減少型
I, Fe,Mn

栄養塩型
N, P, 
Si

一定型
Na,Ca,
Sr, Cs

深
度

濃度 濃度 濃度 濃度

(Monterey Bay Aquarium Research Institute（http://www.mbari.org/chemsensor/))
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塩分に対する元素濃度の相関性について
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（１）海洋における物質の挙動について：海洋における元素濃度1

塩分 塩分

・アルカリ、アルカリ土類元素濃度は、塩分に比例している。
・鉄、アルミニウム、マンガン等は河川水中濃度は高い。海水と混合すると濃度が減少する
・重金属でも銅のように、河川水や海水中で濃度が大きく変化しないものもある。
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